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まず、始めるごとから

･・・市民水泳教室

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
百
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ

で

、
鈴
木
大

地
選
手
が
見

事
金
メ
ダ
ル

を

獲
得
し
た
の
は
記

憶
に
新
し
い

。

日

本
が
、

一
九

一
二
年
の

第
五
回
ス

ト
ッ

ク
ホ
ル

ム
大
会
に

初
参
加
し
て
以

来
、
競
泳
で
は

十
四

個
目
の

金
メ
ダ
ル

だ
そ
う
だ

。

こ
こ
高
柳
新
田
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
内
温
水
プ
ー
ル
で
開
か
れ
て
い
る
、

市
民
水
泳

教
室
ご
参
加
し
て
い

る
人

た

ち
は
、

も
ち

ろ
ん
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目

指
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い

。

子
供
を
プ

ー
ル
に

連
れ
て
行
っ
た

と

き
に

自
分
が
泳
げ
な

く
て
、
恥
ず
か
し

い
思
い

を
し
た
と
い

う
二

十
歳
代
の

若

い
主
婦

か
ら
、
健
康
の
た

め
と
い

う
七

十
二

歳
の

女
性
ま
で
、

参
加
し
た
理
由

は
さ
ま
ざ
ま
。

年
齢
や
性
別
は
違
っ

て
い
て

も
、
水

の

中
で

は
、
み
ん
な
子

供
の

よ
う
に

は

し

や
い

で
い

る
。

一
日

に
二

時
間

、
延
べ
十
日
間
の

講

習
を
終
え

る
こ

ろ
に
は
、
今
ま
で

水
に

顔

も
つ
け

ら
れ
な
か
っ

た
人
が

、
二

十

五
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
を
何
と
か
泳
ぎ
き
る
よ
う

に

な
る
こ
と

も
多
い

。

水
に
浮

き
、
そ
し
て
泳
ぐ
こ

と
が
で

き

る
。
泳

げ
る
人

に
は
何
で

も
な
い
こ

と
だ
が
、
泳
げ
な
い
人
に
は
、
そ
こ
に

新
し
い
自
由

な
世
界
が

開
け
る
と
い
う
。

そ
れ
は
、
何

も
水

泳
に
限
っ
た
こ

と

で

は
な

く
、

ほ
か
の

も
の
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
人
に

と
っ
て

も
同
じ
よ

う
だ

。

年
齢
や

性
別
に
関
係

な
く
、
自
分
自

身
の
た

め
に

新
た
な
気
持
ち

で
勉
強
や

ス

ポ
ー
ツ

を
始
め

る
人

が
、
確
実
に
増

え
て

き
て
い

る
。

第
十
六
回
松
戸
市
書
道
展
覧
会
＝
・
２
月
2
2
日
～
３
月
４
日

休
館
日
・
＝
月
曜
日

・
祝
日

開
館
時
間
・
こ
午
前
1
0
時
～
午
後
６
時

祝
日

お
よ
び
最
終
日

は
変
更
も
あ
り
ま

す
。

（
文
化

ホ
ー
ル
　
　
6
7
－

７
８

１
０
番
）

文

化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ

ー

月
月

２
３

松戸駅市民ギャラリー

期　　間 ３月３日まで ３月３日～17日

東
ギ

ャラ リ

｜

平 川 義 雄

よしず民芸品展

竹　 盛　 会

竹 工 芸 展

西
ギャ

ラ
リ

｜

高 山　 勉

コンピュータグラフィックスアート展

｢私をとりまく環境｣

伊 藤 正 子

織　物　展

問い合わせは社会教育課成人教育係へ

手数料･保険料･各種税

今

月

の

納

期

は

国
民

健
康

保
険
料
・
＝
第
九
期
分

国
民
年
金
保
険
料
・
＝
二
月
分

事
業
所
税
・
　
十
二
月
決
算
の

法
人
と

十

二
月
中
に

事
業
所
用
家
屋
を
新

・

増
築
し
た
建
築
主
は
、
二
月

が
申
告

納
付
月
で

す
。

納

め

忘

れ

て

い

ま

せ

ん

か

平

成

元

年

度

分

市

・
県
民
税

固
定
資
産
税

・
都
市
計
画

税

軽
自
動
車
税

早
め
に
納
付
（
納
入

）
を

お
願
い
し

ま
す
。

安全・確実な口座振替のご利用を

N０.724

水　緑　　文化
クリエイティブまつど
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お
年
寄
り
の
状
態
に
あ
っ
た
介
護
を
を

ご
利
用
下
さ
い
ホ
ー
ム
ケ
ア
促
進
事
業

市
は
、
ね
た
き
り
老
人
・
痴
呆
性
老
人
を
抱
え
た
家
庭

を
対
象
に
「
ホ
ー
ム
ケ
ア
促
進
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
が
お
年
寄
り
と
と
も
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

短
期
滞
在
し
、
正
し
い
介
護
方
法
を
習
得
す
る
こ
と
で

お

年
寄
り
の
在
宅
生
活
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
短
期
入
所
や
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

と
と
も
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

デイ・サービスセンターでの入浴サービス

枝
豆

作
り
を
体
験
す
る
「
え

だ
ま
め

農
園
」
の

オ
ー
ナ
ー
を

募
集
し
て
い
ま

す
。

自
分
の
手
で

収
穫

し
た
新
鮮

な
枝
豆

を

味
わ

っ
て
み

ま
せ
ん

か
。

△
期
間
・
・
・
種
ま
き
か

ら

収
穫
ま
で
の

間

（
種
ま
き
＝
四
月

中

・
下

旬
、
収
穫

＝
七
月
下
旬
）

※
肥

培
管
理
に
つ
い

て

は
農
家
が
行
い

ま
す
。

地
区
＝
大

橋
・
小

金
地
区

えだまめ農園

オーナー募集

十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
単
位

想
定
収
穫
量
・
・
・
葉
つ
き
十
キ
ロ

ホ
ー
ム
ケ
ア
促

進
事
業
で

は
、
家

族
の
人
に

も
お
年
寄
り
と
と
も
に

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
に
短
期
滞

在
し
て
い

た
だ
き
、
お
年
寄
り
の

状
態
に
あ

っ
た
介
護
方
法
を
習

得

す
る
こ
と
で
お
年
寄
り
の
在
宅
生

活
の
維
持

・
向
上

が
図
れ
る
よ
う

実
地
指

導
し
ま
す
。

お
帰
り
の

際
に
は
、
入
所
し
た

お

年
寄
り
の

状
態
に
あ

っ
た
介
護

方
法
な
ど

が
記
載
さ
れ
た

ホ
ー
ム

ケ
ア
手
引

書
を
お
渡
し
し
ま
す

。

△
対

象
＝
山

内
在
住
の
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上

の
ね
た
き
り
老

人
・
痴
呆

性
老
人

と
そ
の
家

族

△
入
所
期
間
＝
・
ね
た
き
り
老
人

・

痴
呆
性
老
介

三
週
間
程
度
、

家
族
介
護

者
上

週
間
程
度
（
宿

韵
を
含
む

）

△
費
用
（

一
日
当
た
り
）
＝
・
ね
た
き

り
老
人

・
痴
呆

性
孝

介

千
八

百
七
十
円
、

家
族
介
護
者
卜
二

千
円
以
内

（
利

用
形

態
に
よ
り

違
い
ま
古

※

生
活
保
護
世
帯
と

、
生
計
中
心

者
の
前
年
度
の
住
民
税
が
非
課

グ
ラ
ム
程
度
十
束
ぐ
ら
い
）

△
募
集
区
画

上

一
百

区
画

△
申
込
み
三
月
二
十
日
（
火
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
地

税
の
場
合
は
無
料
に
な
り

ま
す

。

△
利

用
施
設
・
・・
特
別
養
護

老
人

ホ

ー
ム

「
松
寿
園
」

特
別

養
護
老
人

ホ
ー
ム

短
期
入
所
の

ご
利

用
を

ね
た

き
り
老
人

・
痴
呆
性
老
人

の
介
護

者
が
、
病
気
、
冠
婚
葬
祭

へ
の
出

席
、
旅
行
な
ど
で

お
年
寄

り
の
介
護

が
で

き
な
い
と
き
、
市

が
委
託
し

た
特
別

養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
お

年
寄
り
を
お
世
話
し
ま
す
。

△
対
象
・
＝
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
　

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
老
人

・
痴
呆

性
老
人

△
入
所
期
間
・
＝
ね
た
き
り
老
人
　

一
週
間
以
内
、
痴
呆
性
老
人

一
ヵ
月
以
内

△
費
用
・
一
日
当
た
り
千
九
百
円

※
生
活
保
護

世
帯
と

、
生
計
中

心

者
の

前
年
度
の
住
民
税
が
非
課

税
の

場
合
は
無
料
に

な
り
ま
す
。

△
利
用
施
設
・
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
緑
風
園
」
・
「
松
寿
園
」
・

「
南
花

園
」
の
い
ず
れ
か

区

名
・
区
画

数
・
住
所
・
氏

名

・
電
話
番

号
を
記
入
し

、

〒
二
七

一
松
戸

市
根
本
三
八

七
－

五
松
戸
市

役
所
農
政
課

内
松
戸
市
都
市

農
業
振
興
協

議
会
へ

※

申
込
み
と
同
時
に
次
の

口
座

に
費
用
を
振
り
込
ん
で
下

さ

い

。

千
葉
銀
行
松
戸
市
役
所
出
張
所

普
通
預
金

（
口
座
番
号
）
２
０
２
９
３
９
２

（
受
取
人
）
松
戸
市
都
市
農
業

振
興
協
議
会

観
光
農
業
班

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
の

利
用

者
を
募
集

日

ご
ろ
、
身
体
が
弱
く
家
の

中

に

こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り
の
健

康
を
保
ち
、
寂
し
さ
の
解
消
を
図

り
、
家
族
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と

を
目
的
と
し
て

、
市
内
二
ヵ
所

に
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

利

用
は
週

一
回
程
度
で

、
入
浴

・
食
事
・
生
活

指
導
な
ど
の
サ

ー

ビ
ス

を
行
っ
て

い
ま
す
。

△
費

用
・
二

日

当
た
り
八
百
円

※
生
活

保
護

世
帯
と
、
生
計

中
心

者
の
前
年
度
の
所
得
税
が

非
課

税
の
場
合
は
、
無
料
に
な
り
ま
す
。

△
利
用
施
設
・
・
・
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

セ
ン

タ
ー
「
松
寿
園
」
・

「
南
花

園
」
の
い

ず
れ
か

△
詳
細
・
＝
な

が
い

き
課
福
祉
係

市
で
は

、
市
の

仕
事
や
地
域
の

い
ろ
い
ろ

な
情

報
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
届
け

て
る
た
め

に
、
「
生

活
カ

タ
ロ
グ
（
市
民

便
利

帳
）
」

を
制
作
し
ま
し
た
。

Ａ
４
判
百
ペ
ー
ジ
（
う
ち
カ
ラ
ー
グ

ラ
ビ
ア
十
六
ペ
ー
ジ
の
冊
子
で
、
生

活
に

役
立
つ

情
報
や
趣
味
の
サ
ー

ク
ル

な
ど
の
紹
介
も

盛
り
込

ん
で

あ
り
ま
す
。

本
編
の
ほ
か
に

、
市
内
の

施
設

・
観
光
・
散
策
コ

ー
ス

・
歴

史
・

自

然
・
文
化

な
ど
を

紹
介
し

た
「
松

戸
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
（
Ｂ
２
判

）
」

も
中
に
折
り
込
ん
で
あ
り
ま
す

。

ぜ
ひ

家
族
で

ご
活
用
下

さ
い

。

ま
だ
届

い
て

い
な

い
世
帯
は
市
民

課
・

各
支

所
へ

「
生
活

カ
タ
ロ
グ

（
市
民
便
利

帳

ご

は
、
市
政
協
力
委
員
の

ご

協

力
で

、
皆
さ
ん
の
世
帯
へ
お
配

り
し

ま
し

た
。

ま

だ
届
い
て
い

な
い
世
帯
に
つ

い
て
は

、
次
の

場
所
で

配
布
し
ま

す
の
で

、
お
手

数
で

す
が
取
り
に

来
て

下
さ

る
ふ

っ
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
二

年
度

市
・
県
民
税
の
申

告
を
受
け
付
け

中
で

す
。

三
月
に
入
り
ま
す
と
大
変
混
雑

し

ま
す
。

な
る

べ
く
早
め
に

申
告
し
て
下

さ
い

。

△
受
付
日
時
・
三
月
十
五
日
木
）

ま
で
日
曜
日
と
第
二
・
第
四

土
曜
日
を
除
く
　
の
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
五
時

〔
土

曜
日

は
午
後
零
時
三
十
分
ま
で

〕

△
受
付
場
所
・
・・
市
役
所
本
館
二

階

大
会
議
室
ま
た
は
各
支
所

※
常
盤
平
支
所
は
三
月
一
日
木
）市・県民税の申告はお早めに

か
ら
、
常
盤
平
市
民

セ
ン

タ
ー

に
変
わ
り
ま
す
。

△
配
布

場
所
＝
・
市
役
所
市
民
課

・

各
支
所
の

窓
口

△
配
布
部
数
一
世
帯
に
つ
き
一

部

※
な
お

、
取
り
に

来
て
い

た
だ
い

た
と
き
に

、
住

所
・
氏
名
の
記

入
を

お
願
い
し

ま
す
。

△
詳
細
・
＝
広
報
課

郵
送
に
よ
る

申
告
も
取
り
扱

っ

て
い
ま
す
。

申
告
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変

混
雑
し
ま
す
。
車
で
の

来
庁
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

△
詳
細
＝
・
市
民
税
課

映
画
と
人
形
劇
お
は

な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

入

場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い

が
対
象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

6
3‐

９

９
９
９
番

２
日
（
金
）

３
月
１
日
（
本
）

2
3日
（
金
）

2
2日
（
木
）

２

月
2
1日
（
水

）

期
　
　
　

日

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

小
金
北
市
民
セ
ン
タ
ー

五

香

市

民

セ

ン

タ

ー

図
　

書
　

館
　

本
　

館

会
　
　
　
　

場

午
後
３
時
～
４

時

時
　
　
　

間

※

定
員
に

な
っ
た
場
合
は
入
場
を
お
断
り
し

ま
す
。

△
詳
細
・
・
・
市
立
図
書
館
　
６
５
－
5
1
1
5
番

三
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
二
年
松
戸
市
議
会
三
月
定

例
会
は
、
三
月
六
日
か
ら
二

十
八

日
ま
で
開
催

さ
れ

る
予

定
で

す
。

請
願
・
陳
情
は
、
三
月
一
日
木

午
後
五
時
ま
で
に
提

出
し
て
下

さ

い

。

2
8

６２ ３２ 2
2

０２ ９１ ６１ ４１ ３１
２
１` ９
７
６ 期

日水 月 金 木 火 月 金 水 火 月 金 水 火

本
　

会
　

議

予

算
審
査
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会

本
　

会
　

議

常
任
委
員
会

招
集
日

・
本
会

議

会
　

議
　

予
　

定

議
案
等
の
議
決

平
成
二

年
度

各
会
計

予
算
議
案
審
査

議
案

等
の
審

査

一
般
質

問

補
正

予
算
議
案
議
決

補
正

予
算
議
案
審
査

施
政
方
針
・
議
案
説
明

主
　

な
　

内
　

容

△
詳
細
・

市

議
会

事
務
局

議
事
課

児童扶養手当証書の回収は

２月26日まで

児童扶養手当の額改定により

児童扶養手当証書の回収を行っ

ています。まだ証書を提出して

いない人は、２月26日(月)まで

に必ず提出して下さい。

※銀行振り込みで受給している

人の証書は回収しません。

1〉詳細…援護課援護係

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

市

役

所

に

は

電

車

や

バ

ス

で

二
月
・
三
月
は
、
市
役
所
の
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し

ま

す
。

ご

来
庁
の

際
に

は
、
電
車
・
バ
ス
な
ど
を
ご
利
用

く

だ

さ
い

ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

母

子

家

庭
児

童

に

入
学

・
就

職

祝

金
を

支

給

申
し
込
み
は
３
月
５
日
（
月
）
ま
で

平
成
二

年
四
月
に
小
・
中
学
校

と

高
等

学
校
（
各
種
学
校
な
ど
を

含
む
）
に
入
学
す
る
児
童
、
な
ら

び
に
中
学
校

を
卒
業
し
て

就
職
す

る
児
童
が
い

る
母

子
家
庭
に
、
祝

金

を
支
給
し

ま
す
。

△
対
象
・
・
平
成
二
年
三
月
一
日
現

在
市
内
に
住
所
か
あ
り
、
引
き

続
き
居
住
見
込
み
の
人

△
支
給
額
・
＝
①
入

学
祝
金
（
児
童

一
人
に
つ
き

）
八
千
円

、
②
就

職

祝
金

（
同
じ
く
）
七

千
円

△
申
込
み
三
月
五
日
月
）
ま
で

に
、
住
民
票

（
家

族
全
員
）
　・

印
鑑
・
振
込
先
口
座

（
扶
養
者

名
義
）
の
分
か

る
も
の

を
持

つ

て

福
祉
事
務
所
ヘ

△
詳
細
＝
・
福
祉
事
務
所
福

祉
係

△
費
用
三
千
円
　
（
一
区
画
）

△
区
画
　
一
う
ね
二
十
メ

ー
ト
ル
（
約

市
・
県
民
税
・
の
申
告
は

３月１５日までに生活カタログ（市民便利帳）が で き ま し だ

市の制度・地域情報を満載

ご利用下さい生活カタログ



平成２年２月２０日広報まつど

3/1～7春

の火災予防運

動

市長の目

｀おとなりにあげる安心　火の始末

今
年
も
春
の
火

災
予
防
運
動
が

三
月
一
日
(
木
）
か
ら
七
日
(
水
）
ま

で

全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま

す
。

春
先
は
空
気

が
乾
燥
し

、
強
風

が
吹
く
こ
と
も
多
い
た
め
、
火
災

も
起
こ
り
や
す
く
、
大
火

事
に

な

り
や
す
い
季

節
で

す
。

こ
れ
か
ら
は
寒

さ
の
緩
み
と

と

も
に

、
火
に
対
す

る
注
意

も
散
漫

に
な
り
が
ち
で
す

。

火
災
は
小
さ
な
不

注
意
か
ら

発

生
し
て
い
る
例
か
多

く
、
市

で
は

火
の
元
に

指
を
さ
し
、
声
を

出
し

今
、
私
か
何
よ
り
も
欲
し
い

の

は
時
間
で

す
。

私
は
、
昨
年
の
市
長
選
挙
に

お
い
て

、
さ
ま
ざ
ま
な
公
約

を

し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
今

年

は
松
戸
の
明
日
を
築
く
第
四
次

総
合
五
か
年
計
画
の
二

年
目
で

も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
実
現
す

る

た
め
に

東
奔
西

走
し
て

い
ま
す

。

そ
の

問
に
は
、
市
民
の
皆

さ

ん
の

陳
情
も
受
け
な
け
れ

ば
な

り
ま
せ

ん
し

、
招
か
れ
れ

ば
、

い

ろ
い

ろ
な
催
し

宣

言

に
も

出
席
し

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

重
要
な
政
策

課
題
に
つ
い
て

は
、

時
宜
に
応
じ
て

関
係
部
課
と
打

ち
合
わ
せ
た
り
、
進
行
状
況

な

と
に
つ
い
て
報
告

も
受

け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

と
に
か

く
、
秘
書
課
は
こ
れ

ら
の
日

程
の

調
整
に

追
わ
れ
て

い
ま

す
。
ど
う
し
て

も
時
間
的

に
余

裕
の

な
い
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

に

な
り

が
ち
で

す
。

消防訓練センターでの公開訓練

て

点
検
す

る
「
指
さ
し

防
火
運
動
」

を
展
開
し
て
い

ま
す

。

火
災
か
ら

命
を
守
る
た
め
に
は

昨
年
、
本

市
に

お
け

る
火
災
に

よ
る
死
者
は

、
過
去
最
高
の
九
人

に
も
の

ぼ
り

ま
し

た
。

そ
の
う
ち
の

五
人

が
高
齢
者
で

、

ほ
と
ん
ど
は

逃
げ
遅

れ
が
原
因
と

見
ら
れ
て

い

ま
す
。

次
の
こ
と

を
し

っ
か

り
守
り
、

例
え
ば
、
市
民
の
皆

さ
ん
と

お
会
い

し
陳
情

を
お
聞

き
す
る

場
合
で

も
、
も

っ
と
突

っ
込
ん

で

お
聞
き
す
れ

ば
良
か

っ
た
と

悔
や
ま

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

し

、
次
の
日

程
が
定
ま

っ
て
い

て

、
途
中
で

退
席
し
な
け
れ

ば
沼田県知事に陳情する市長

床下や畳に発生しやすいノミ･ダニなどを防ぐ｢床

下薬剤散布｣ を６月20 日( 水) までの予定で行ってい

ます( 日程は順次広報でお知らせします) 。

当日は、市職員が各家庭を回り、薬剤を床下の通

風囗から散布し ます。

小鳥や 金魚などを飼っている人は、念のため外に

出しておいて下さい。

日　　 程　　 表　
Ｏ 　内は午後に実施

期日 散　布　町　 会〔自 治会〕

3/1  木) 松戸新田第1 松戸新田東

２(金

)

松戸 新田第５､(松戸 新田 みな づき・さつき 会)

３土 胡 録台 大畑、緑ヶ丘 第１ ・第２

５(月) 胡 録台 第1 ・第２ ・第３ ・第４・第５、胡 録台 高見

６(火) 南 花島、相模台

７(水) 竹ヶ花第1 ・第２・第３、小根本、１丁目向山下、根本あづま

８(木) 陣ヶ 前、岩瀬旭ヶ丘

９(金

)

根本第1 ・第２ ・第３ ・第４ ・第５・第６ ・第８

12(月) 岩瀬、 松戸山下､(松戸３丁目 西第１ ・第２ ・第３)

13(火) 松戸2丁目､松戸3丁目東第１　第2･第3第4、本町､宮前町

14(水) 小山 〈国道６号線西側〉

15(木) 小山〈国道６号線東側〉､小山台、角町、下横町

16(金

)

樋 野口 、平潟、納屋川岸､( 古ヶ 崎東)

17(土) 栄町１ 丁目 ・２丁目

19(月) 栄町３ 丁目 ・４丁目 ・５ 丁目

20(火) 栄町 フ丁目 ・８丁目

22(本) 栄町６丁目、古ヶ崎本田第３

23(金

)

古ヶ崎本田第１・第２

26(月) 古ヶ崎 新田

27(火) 古ヶ 崎新田、北松戸

28(水) 栄町 西、栄町坂川

29(本) 新作 第1 ・第２ ・第３

30(金

)

中和 倉第１・第２ ・第３

31(士) 上 本郷松郷

一床
下
薬
剤
散
布

大
切

な
命

を
守
り
ま
し

ょ
う
。
　
　

※
消
防
局
で
は

、
家
庭
か
ら
の

出
　
　

い
ろ
い

ろ
な
催
し
物
を
用

意
し

〇
寝
た

ば
こ
は
絶
対
し

な
い

、
さ
　
　

火
を
無
く
す
た
め

、
皆

さ
ん
の
　

て

、
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待

ち

せ
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
庭
に
伺
い

、
火
の
元

を
点
検
　

し
て
い

ま
す
。

〇
お
年
寄
り
や
病
人

、
幼
児
だ
け
　
　

し
て
い
ま
す

。
ご
協
力

を
お
願
　

△
日

時
土

万

四
日

百

）
午

前
十

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
ま
す
。

残
し
て
外
出
し

な
い
　
　
　
　
　

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
～

午
後
二
時

〇
火
災
を
出
し
た
り

、
発
見
し

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
会
場
・・
・
消

防

訓

練

セ

ン

タ

ー

ら
大
声
で
近
く
の
人
に
協
力
を
　
9
0
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
　
八
ヶ
崎
七
四
一
番
地
の
Ｉ
）

求
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３

月

４

日

開

催
　
　
　
　

△
内

容
＝
・
消
防
訓
練
の
見

学
、
消

初
期
消
火
の
限
界
は
、
火
が
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
音
楽
隊
の
演
奏
、
は
し
ご
車
・

井
に
移
る
ま
で
で
す

。
　
　
　
　
　
　

春
の
火
災
予
防
運
動
に

合

わ
せ

、
　

避
難
・
地
震
の

体
験
、
も
ち
つ

き

特
に
、
お
年
寄
り
や
小

さ
な
子
　

「
安
心
し
て

暮
ら
せ

る
自
立
安
全
　
　

大

会
、
模
擬
店
な
ど

ど
も
は
避
難
を
優
先
し
ま

す
。
ふ
　

都
市
松
戸
市
」
を
目
指
し

、
市
民
　

や
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
。

だ
ん
か
ら
地
域
の
協
力
体
制
を
整
　
の
皆
さ
ん
と
の
集
い
'
9
0
消
防
フ
　
△
詳
細
・
・
消
防
局
救
急
防
災
課
℡

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
　
　
6
3
－
1
1
1
1
内
線
２
１
５
番

な
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す

。

日

曜
日

の
市
民
行
事
や
忘

年

会
・
新
年
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
会
合
に

お
招
き
い
た
だ
い
て

も
、
そ
の

数
が
多
く
て

、
助
役

こ
の
よ

う
な
会
合
は
、
私
と

市
民
の

皆
さ
ん
と
の
貴
重
な
対

話
の
機
会
で
す
か
ら
、
少
し
は

長
居
を
し

た
い
と
思
う
の
で
す

が
、
そ

れ
が
時
間
的
に
許
さ
れ

時

間

が
欲
し

い

や
部
長
に
代
行

を
頼
ん
だ
り
も

し
て
い
ま

す
が
、
挨
拶
が
終
わ

れ

ば
次
の

会
場
に

伺
う
た
め
、

早
々
に
座

を
立
た

ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
せ
ん
。

部
課
長
が
、
報
告
や
指
示
を

受
け

た
く
て

、
秘
書
課
を
通
し

て
私
に
面

会
を
申
し
込
ん
で

も
、

何
日
か
待
た
さ
れ
る
こ
と
も
し

ば
し

ば
で

す
。
重
要
事
項
に
つ

い
て
の

部
課
長
と
の
協
議
に
は

、

多
く
の

時
間
を
割
き
た
い
の
で

す

が
、
そ

れ
も
ま
ま
な
ら
ぬ
と

き

が
あ
り
ま
す
。

※中 止になった場合は、 全日 程終了後に実施し ます。

E〉詳 細 … 生 活 環 境 課 環 境 衛 生 係

向
い
て

話
し
合

っ
た
方
が
効
果

的
な
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
相
手
の
都
合
も
あ
り
、

そ
の

時
間
を
調
整
す
る
こ
と
が

大
変
で

す
。

宮
間
満
寿
雄

諸
施
策
の
遂
行
に

当
た
っ
て

は

、
財
政
上

、
国
や
県
の
補
助

金
を
確

保
し
た
り

、
国
や
県
と

折
衝
し
な
け
れ

ば
解
決
で

き
な

い
こ
と
も
あ
り

、
私
か

直
接
出

も
と
よ
り

、
こ
の

よ
う
な
事

柄
に
は

、
何
よ
り
も
優
先
し
て

時

間
を
取

る
こ

と
に
し
て
い

ま

す
が
、
そ
の
場
合
、
約
束
の
時

間
に
市
民
の

皆
さ
ん
と
お
会
い

出
来
な
く
な
っ
た
り

、
や
む

な

く
代
理
人
の
出

席
に

変
更
し
た

り
し
て

、
お
叱

り
を
受
け
る
こ

と
も
あ

り
ま
す
。

市
の

経
常
的
、
定
型
的
な
仕

事
に
つ
い
て

は
、
出
来
る
だ
け

部
課
長
に

ま
か
せ

る
よ
う
に
し

て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で

も
以
上

申
し
述

べ
た
よ
う
な
状
況
な
の

で
す

。

多
忙

な
こ

と
は
、
そ
れ
ほ
ど

苦
に

な
ら

な
い
私
で

す

が
、
時

間
的

な
余
裕
を
持
っ
て

仕
事
を

し
た
い

、
勉
強
し

た
り
考
え
た

り
す
る
時
間
が
欲
し
い
と
痛
感

さ
せ
ら

れ
る
昨
今
で

す
。

２月は

特 別土地保有税( 取 得分)

の 申告納 付月で す

I〉対象…昭和64 年1 月１日から平

成元年12 月31 日までの間に、

市内の土地を5,000 ㎡以上 取

得した個人または法 人

1〉税額…土地取得価額に３％を

乗じた額から､不動産取得税相

当額を控除した額

l〉申告納付期限… ２月28 日(水)

1〉詳 細…税制課諸税係

市職員募集軽自動車等を譲渡したり、車

を使わなくなったときは､下 記に

より必ず手続きして下さい。

軽自動車税の申告手続き平成２年度

固定資産課税台帳の縦覧

平成２年度固定資産課税台帳

の縦覧を関係者に行います。

この期間に評価額などを確か

めて下さい。

l〉期間…3 月１日( 木)～20 日(火)

〔日曜日、10 日(土) は 除く〕

E〉時間…午前８時30 分 ～午後５

時(土曜日は午後０時30分ま

で)

E〉場 所…資産税課( 市役所新館

２階)

E〉審査の申し出…地目の変換、

悪徳商法に

ご注意を

職種・人員…①作業員・用務

員・調理員各若干名、②理学

療法士1人

応募資格…①昭和24年４月２

日以降に生まれた健康な人(学

歴不問) ②昭和39年４月２日

以降に生まれ、資格を有する

人または平成２年５月までに

資格を取得する見込みの人

受付期間…２月20日(火)～28

日(水)

必要書類は市役所人事課で交

付します。

詳細…人事課人事係

区　　 分 手続場所

ｏ原動機付自転車

(125CC 以下)

〇小型特殊自動車

市役所税制課

または各支所

０２輪の軽自動車

(125CC 超～

250 CC
以下)

０２輪の小型自動車

(250CC 超)

陸運事務所

℡0474(66)2415番

０４輪軽自動車
軽自動車検査協会

℡0472(45)0163番

E〉詳 細…税制課諸税係

分･ 合筆､ 家屋の新 一増築など

新たに課税される物件につい

て、評価額などに不服がある

場合は、３月30 日( 金) までに、

松戸市固定資産評価審査委員

会に審査の申し出をすること

ができます。

l〉詳細…資産税課課税係

軽自動車税は、毎年４月１日

現在で､原動機付自転車･軽自動

車･小型特殊自動車等を所有して

いる登録名義人にかかります。

床下薬剤散

布



広報まつど

第７回 松戸市歩 こう会

｢水 元公 園｣

l〉日時…３月４日( 日)午前８時

30分松戸駅西ロデッキ上に集

合( 時 間厳守)､ 小 雨決行〔中

止の場合には３月11日(日)に

延期〕

〉コース…松戸駅一水元公園一

周(予 定) 一松戸駅( 午 後４時

帰着予定・約16km)

〉費 用…保険料１人300 円( １家

族４人までは500 円)

〉持ち物…弁当・水筒 一雨具

〉定員…先着150 人

〉申込み…ハガキに住所・氏名

･性 別･年 齢・電話番号を明記

して〒271 松 戸 市上 矢切299

－1 矢切公民館内松戸市歩こ

う会実行委員会( ℡68-1241

内線44 番) へ

ボランティア専門養成講座

【〉日時…３月16 日( 金) 午前10 時

30分 ～午後３時

D〉会場…東葛飾合同庁舎６階第

１会議室

l〉内容…①( 財) 富士福祉事業団

･枝 見静樹氏の講演｢ 高齢化社

会とボランティア活動｣ ②実演

｢ ねたきり・痴呆老人の介護｣

l〉費用…無料( テ キスト・昼食

は用意します)

【〉申込み…3 月８日( 木) までに電

話で東葛飾支庁社会福祉課社

会係　61-2111 内 線155 番 へ

正しく使おう公衆くずかご

家庭のゴミが公衆くずかごの

中や周りに出されているのが、

非常に目立ちます。公衆くずか

ごに家庭のゴミを出されると、

収集に支障をきたします。

また、本来の設置目的に反し

ているばかりか、美観・衛生上

よくありません。家庭のゴミは、

必ず決められた集積所に出して

下さい。

公衆道徳を守り、正しく公衆

くずかごを使いましょう。

夜間のゴミ出しはやめよう

ゴミ集積所へ夜間にゴミを出

すと、野良犬・野良猫などに荒

らされます｡また、ゴミが出てい

ると心理的に捨てやすく、通行

人など外部からの投棄も増え、

散乱の原因となります。

清潔な街づくりのため､自分の

出すゴミに責任をもち、ルール

を守ってゴミを出して下さい。

〉詳細…清掃第一課業務係

訪 問看護婦募 集(パ ート)

【〉仕事内容…ねたきり老人など

の訪問看護

【〉資格…看護婦免許を持つ 、50

歳 くらいまでの人

I≫定員…若千名

※市内医療機関に勤務の人は除

きます。

【〉詳細…健康管理課保健計画係

製本講習会

l〉日 時… ３月２日( 金)午 後１時

30分 ～４時

【〉会場…市民会館301 号 室

〉内容…和とじ製本

〉定員…先着50 人

l〉費用…材料費500円

1〉申込み…電話で市立図書館℡

65-5115 番へ

県水道局

水道モニターを募集

E〉内容…懇談会・施 設見学会な

どへの参加（各１回程度）、

アンケートの回答（２～３回

程度）、意見・要望などの提

出（随時）

l〉謝礼…年10,000 円 （ 予定 ）

※懇談会などの参加には旅費を

支給します。

l〉任期…４月 ～平成３年３月

〉募集人員…50 人（応募者 多数

の場合は選考し、結果は応募

者全員に通知します）

〉対象…県営水道を使っている

20歳以上の主婦

r〉申込み… ３月15 日（木）〔消印

有効〕までに、往復ハガキに

水道について考えること（約

200 字 ）・住所・氏名・年齢

･職業･ 電 話番号を記入して、

〒280 千 葉 市長洲1-9-1

千葉 県水道局管理部総務企画

課( ℡0472  ― 23 ― 4500番）へ

松戸共同高等職業訓練校

平成２年度訓練生募集

＞科目…建築科・左官科

E〉期間…２年間　　　　

〉費用…月2,000 円( 教科書支

給)

※組合員以外は、負担金が必要

〉申込資格…高等学校卒業また

は経験が２年以上( 校長の承

認による)

|》申込み…２月20日(火)～28日

(水)〔土・日曜日を除く〕の

午前10時～午後２時の間に、

松戸共同高等職業訓練校( 小

金原4 -33- 1 ・ ℡44-4823

番)へ

乳幼児医療費の支給手続きを

〉対象‥･①小学校就学前の人②

松戸市に住所を有する人③保

護者が社会保険各法に定める

被保険者か被扶養者④10 日以

上継続して入院した人

〉給付内容…健康保険法の規定

による費用から、①保険給付

・附加給付など②世帯の所得

税に応じた自己負担額を控除

した額

〉詳細…健康管理課庶務係

古ヶ崎市民センター

改修工事のため休館します

E〉休 館期間…５月20 日(日) ～11

月14 日( 水)

【〉詳細…地域振興課施設係

婚前・新婚学級

(おしどり学級)

期日 内　　　 容

３／３(土)

｢ 結婚つて、 親になる つ

てど んなこ と？｣

干葉大学保健管理

センタ ー・時田光人 氏

※血液検査(貧血･血液型

･梅毒･ 風しん抗体価)

を 希望者に有料で 実施

10

出

｢ 男性と 女性のからだ に

つい て( 妊娠 ・出産 へむ

け て)｣

医 師・林　謙治氏

覡血圧測定 ・尿検査を無

料で実施

17

出

ファミリ ープ ランニンフ

( 元気な 子どもを産む た

めに・正し い避妊)

映 画、ブ ルーフ ワーク

●３日間で1コースですが．１日だけでも結
構です.

E〉時 間 … 午 後 ２ 時 ～ ４時

【〉会 場 … 勤労 会 館

【〉対 象 … 未婚 ま た は 新 婚 の 男 女

( １ 人 で も 参 加 で き ま す)

【〉申 込 み …3 月１日( 木) ま で に 、

電 話 で 健 康 管 理 課 松 戸 方 面 保

健 室 へ

福祉講演会'90

｢あなたにとって

ボランティアとは｣

C〉日 時… ３月６日( 火)午 後１時

30分 ～３時30 分

E〉会場…勤労会館

E〉内容…地域福祉活動における

ボランティアの役割と今ボラ

ンティアをとりまくさまざ ま

な問題について

【〉講師… 日本福祉専門学校講師

・林耀子氏

D〉対象…現在ボランティア活動

をしている人、ボランティア

活動に関心のある人

E〉費用…無料

l〉詳細…社会福祉協議会℡68-

0503 番

北
小
金
駅

南
口
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
の

施
行
地
区
お

よ

び
設
計
の

概
要
を
表
示
す
る
図

書

を
縦

覧
し

ま
す
。

△
縦
覧
場
所
・
＝
松
戸
市
役
所
都
市

部
都
市
整

備
課
（
新
館
九
階
）

△
詳
細
＝
・
都

市
整
備
課
再
開
発
係

ま
た
は
住

宅
・
都
市
整
備
公
団

北
小
金
駅
前
再
開
発
事
務
所

4
5
-
9
2
1
6
番

北

小

金

駅

南

口

地

区

再

開

発

協

議

会

会

長

太

田

正

美

さ

ん

心
待
ち
に
し
て
い

た
事

業
計
画
の

認

可
が
お
り
で
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
半
面
、
何
と
し
て

も
こ
の

事
業

を
成
功

さ
せ
な
け

れ
ば
、
と
い

う
気
持

ち
で
身
が
引
き

締
ま
り
ま
す
。

「
自
分

た
ち
の

街
は
、
自
分
た
ち
の

手
で
再
生

す
る
ん
だ
」

と
い
う
、
地
元

の
皆

さ
ん
の
意
気
込

み
が
あ
っ

た
か
ら
、

こ
こ

ま
で
こ

れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

北
小
金
駅
南
口
地
区

事
業
計
画
等
関
係
図
書
の
縦
覧

広報まつど

北小金駅南口地区再開発事業がスタート

松
戸
市
の
北
の
玄
関

口
に
あ
た

る
Ｊ
Ｒ
常

磐
線
北
小

金
駅
南
口
周

辺
は
、
江
戸

時
代
に
は

水
戸
街
道

の
小
金
宿
と
し
て
栄
え

、
地
域
の

中

に心
地
で
し
た

。

今
も
あ
じ

さ
い
寺
と
し
て

有
名

な
本
土
寺
や
由
緒
あ
る
東
漸
寺
な

ど
、
名
所
・
旧
跡
が
近
く
に
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す

。

し
か
し

、
駅

前
広
場
や
そ
こ

に

通
じ
る
道
路
が
狭
い
た
め
、
主
要

な
路
線
で

あ
る
小
金
原
団

地
か
ら

の

バ
ス

は
、
手
前
の
交

差
点
で

折

り
返

し
て

い
ま
す
。

通
勤

・
通

学
客
な
ど
は
、
歩
道

の
な
い
道
路
を
駅
ま
で
約
百
メ
ー
ト
ル
歩

か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。

商
店
街
も
道

路
沿
い

の
商
店
だ

け
て
、
店
舗
数
・
業

種
・
品

ぞ
ろ

え
が
少
な
い
た
め

、
多
様
化

す
る

消
費
者
の
ニ

ー
ズ
に
十
分
こ
た

え

て

い
る
と
は
言
え

な
い
の

が
現
状

で

す
。

ま
た
、
木
造
の
建
物

が
大

部
分

で

あ
り
、
駅
前
通
り
か
ら

一
歩
中

に
入

る
と
、
道
路
が
狭
く
消

防
車

が
入

れ
ま
せ

ん
。
万
一
の
場

合
に

公
共
施
設
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で

す
。

△
駅
前
広
場
・
現
在
の
駅
前
広
場

を
約
三
倍
の
広
さ
の
三
千
二
百

平
方
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
、
歩
道
、
タ
ク

シ
ー
待
機
場
所
、
緑
地
帯
を
配

置
し

ま
す
。

小
金
原
団
地

か
ら
の
バ
ス
も
、

駅
前

広
場
に
乗
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き

ま
す
。

△
幹

線
道
路
・・
・
駅
前
道
路
の
３
・

４

・
2
7号
線
は
、
道
路
幅
を
現

在
の
約
二
倍
半
の
十
七
メ
ー
ト
ル
に
拡

幅
し
ま
す

。

南
側
に
位

置
す
る
３

・
４

・
1
8

号

線
（
馬

橋
根
木
内
線
）
は
、

歩

道
を
配

置
し

、
交
差
点
部
分

に
は
、
交

通
渋

滞
解
消
の
た
め

に
右
折
車

線
を
計
画
し
て

い
ま

す
。

駅
前

広
場
と
幹

線
道
路
は
、
街

の
景
観
を
配
慮
し
て

、
無
電
柱

化
、
街

路
樹

・
街

路
灯
の
設
置

を
予
定
し
て
い

ま
す
。

△
区
画

道
路
・
＝
施
行

地
区
の
東
側

に
は
八
メ
ー
ト
ル
の
、
西
側
に
は
六
メ
ー
ト
ル

の
道
路
を
、
隣
接
す

る
地
区
の

生
活
道

路
と
し
て

新
た
に
設
置

し
ま
す

。

△
歩
行
者

デ
ッ
キ
・・・
歩

行
者
の
安

全
を
図

る
た
め
、

駅
前
広
場
の

上

に
駅
と
再
開
発

ビ
ル

を
結
ぶ

歩
行
者

デ
ッ
キ
を
計
画
し
て
い

再
開
発
ビ
ル
は
、
駅
前
広
場
や

道
路
を
挟
ん
で
三
街
区
に
分
か
れ

て
い

ま
す
。

各
街
区
の
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ

明

確
に

役
割
分
担
を
図
り
、
特
性

夕
持

た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗

効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
に
配
置
し

て
い

ま
す
。

住
宅
は
、
駅
前
広

場
や

商
業
施

設
な
ど
か
ら
の
影
響

を
考
慮
し
て

、

第

一
街
区

と
第
二
街
区
の
上

層
階

に
配
置
し
て

い
ま
す
。

再

開
発
ビ
ル
の

各
街
区
の
概
要

は

次
の

と
お
り
で

す
。

△
第
一
街
区
・・
地

下

一
階
は
機
械

室
、
一
階
は
道
路
に
面
す

る
専

門
店
街
、
二
階
は
食
堂
街
と
各

種
サ
ー
ビ
ス
店
、
三
階
は
市
の

公
益
施
設

（
小
金
支

所
と

地
域

保
健
セ
ン
タ
―
）
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
四
階
か
ら
十

一
階
は

住
宅
と
な
り
ま
す

。

今

後

の

事

業

の

動

き

事
業
計
画
に
つ
い
て

建

設
大
臣

の
認
可
を
受
け
た
こ
と
で

、
北
小

金
駅
南
口
地
区
の
再

開
発

事
業
は
、

い
よ
い
よ
実
施
段
階
に
入
り
ま
し

た
。今

後
は
、
権
利

者
が
再

開
発
ビ

ル

の
ど
の
位
置
に

権
利
を
取

得
す

る
か
な
ど

を
定
め

た
、
権
利
変
換

計
画
に
つ
い
て

建
設
大
臣
の
認
可

を
受
け
ま
す

。

そ
の
後
、
仮
設
店
舗
の
設
置
、
既

存
建
物
の
解
体
と

事
業

を
進
め
、

平
成
二
年
度
末
に

再
開
発
ビ
ル
の

工

事
に
着
工
し

、
平
成
五

年
度
内

に
事
業
が
完
成
す

る
予
定
で

す
。

再
開

発
ビ
ル
の

概
要

ま
す
。
デ
ッ
キ
ヘ
の
上
り
下
り

に
は
、
再
開
発

ビ
ル
の

エ
レ
ベ
ー
タ
―
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が

利
用
で
き
ま
す

。

ま
た
、
将
来
は
南

北
自

由
通
路

を
設
置
し
て
、
歩
行
者
デ
ッ
キ

と
北
口
地
区
を
つ
な

ぎ
、
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
に
よ

っ
て
分

断
さ
れ
た

南
口
・
北
口
地
区
の

一
体
化

を

図
る
と
同
時
に
、
新
し
い
街
づ

く
り
の
大
き
な
骨
格
に
し
て
い

き
ま
す
。

歩
行
者
デ
ッ
キ
と

３
つ
の
再
開
発
ビ
ル
を
建
設

△
第
二
街
区
・

地
下

二
階
と
地
下

一
階
は

機
械
室
と
駐
車
場
で

、

約
二
百
二
十
台
収
容
の
計
画
で

す
。

一
階
か
ら

五
階
は
専
門
店

と
核
店
舗
で

構
成
さ
れ
る
シ

ョ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
す
。
売

場
面
積
は
約
一
万
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
核
店
舗
と
し
て

大
型
ス
ー

パ
ー
が
出

店
す

る
予

定
で

す
。

五
階
の

一
部
と
六

階
は
ス

ポ
ー

ツ
施
設
で

、
プ
ー
ル

、
マ
シ
ン

ジ
ム

ー
ス

タ
ジ
オ
が
計
画
さ
れ

て

い
ま
す
。
五

階
か
ら

十
三

階

は
住
宅
と
な
り

ま
す

。

△
第
三
街
区
＝
・
地
下

一
階
か
ら

二

階
は
専
門
店
で

、
三
階
か
ら

七

階
は
事
務
所
を
計
画
し
て
い

ま

す
。

住
宅
は
、
第
一
街
区
と

第
二

街

区
を
合
わ
せ
て
約
百
七
十
戸
予
定

し
て
い

ま
す
。

権
利
者
用
住
宅
を
除
い
た
戸
数

が
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
の

賃

貸
住
宅
と
し
て

完
成
時
に

一
般
公

募

さ
れ
ま
す
。

と
し
て

都
市
計
画
決
定
（
県
知
事
）
　

①
安
全
で

便
利
に

通
勤
・
通
学
・

再

開
発
の

目
的

現在の北小金駅南口周辺

事
業
計
画
が

建
設
大
臣
の
認
可
を
う
け
る

昭
和
六
十
二
年
八

月
に
、
都
市
計
画
事
業
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
た
北

小
金
駅
南
口
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
が
、
今
年
の
一
月
、
事
業
計
画
に
つ
い
て

建
設
大
臣
の
認
可
を
う
け
、
い
よ
い
よ
実
施
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

認
可
さ
れ
た
事
業
計
画
は
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
が
主
体
と
な
り
、
駅
前
の
区

域
（
約
一
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
再
開
発
を
行
う
も
の
で
、
歩
行
者
デ
ッ
キ
な
ど
公
共

施
設
の
整
備
ほ
か
、
三
つ
の
再
開
発
ビ
ル
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
は
、
平
成
五
年
度
内
の
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
北
小
金
駅
南
口
地
区

を
、
自
分
た
ち
の
手
で
安
全
で

快

適
な
地
域
の
中
心
地
と
し
て
再
生

し
よ
う
と
、
昭
和
五
十
三

年
に
地

元
権
利
者
が
、
再
開
発
協
議
会

を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。

九
ヵ
年
の
歳
月
を
か
け
十
分
に

検
討
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
昭
和

六
十
二
年
八
月
に
都
市
計
画
事
業

自
分
た
ち
の
手
で

地
域
の
再
生
を

は
人
通
り
が
多
い
場
所
で

も
あ
り
、

大
き
な
被
害

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
れ
、
今

年
一
月
に

第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
と
し
て

、
建
設
大

臣
の
認
可
か
お
り
ま
し

た
。

認
可

さ
れ
た
事
業
計
画

は
、
住

宅
・
都
市
整
備
公
団
が
駅

前
の

約

一
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
区
域
を
再
開

発

事
業
と
し
て

施
行
し

、
駅
前

広

場
や

道
路
な
ど
の
公
共
施
設
と

合

わ
せ
て
再

開
発
ビ
ル
を
整
備
す

る

も
の
で

す
。

完
成
は
平
成
五
年
度
内
を
目
指

し
て
い

ま
す
。

買
い
物

が
で

き
る
よ
う
に

、
ま

た
、
防
災
性
の
向
上
を
図
る
た

め

、
駅
前
広

場
や
道
路
な
ど
の

公
共
施
設
を
整

備
す
る
。

②
地
域
住
民

が
遠

く
ま
で

行
か

な

く
て
も
近
く
で
用

事
が
済
む
よ

う
に
、
地
域
の

中
心
街
と
し
て

必
要
な
商
業
施

設
、
公
益
施
設
、

業
務
施
設
な
ど

を
整
備
す

る
。

③
住
宅
都
市
で
あ

る
小
金
地
区
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好

な

市
街
地
住
宅
を
供
給
す

る
と
と

ち
に
、
駅
前
に
あ

る
貴
重
な
土

地
の
高
度
利
用
を
図

る
。

以
上
を

市
街

地
再

開
発
事
業
の

大
き
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

ま
た

、
二
十

一
世
紀
の

松
戸
市

の
あ
る

べ
き
姿

を
求
め

た
「
長
期

構
想
」
（
昭
和
五

十
二
年
策
定
）
の

中
で

、

小
金
地
区
に
つ
い
て

は
。

「
歴
史
の
あ

る
ま
ち
」
と
し
て

の

地
域
特
性
を
生
か
し
た
街
づ
く
り

を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

道
路
や
再
開
発

ビ
ル

な
ど
の

設

計
に

あ
た
っ
て
は
、
こ
の

方
針
に

か
な
う
街
並
み
の
実
現
を
目
指
し

て
い

ま
す
。

心配ごと相談

期日 会　　　 場 時間

3/1木 小金原 市民 センタ ー

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

２金 市役所 相談コ ーナー

５(月) 馬　 橋　 支　 所

６(火〉
六　 実　 支　 所

小 金 市 民 セ ン タ ー

７水
常　 盤　平　支　所

新松戸 市民センタ ー

９金

市役所相談コーナ ー16(金

)
23(金

)

お酒・アルコールの

悩みごと相談

日時…３月８日(木)午後１時

から

会場…松戸保健所精神保健相

談室

内容…個別相談、グループ討

議(参加自由)

申込み…電話で松戸保健所予

防課℡61一2121番へ

フレンドシップトレイン

ちばひまわり号写真展

障害をもつ 人も、もたない人

も、共に生きる街づくり、社会

づ くりを目指して取り組まれて

いる｢ひ まわり号｣ の 写真展です。

昨年は障害者109 人､ 同伴者36

人、 ボランティア273 人が 参加

しました。

所得税の確定申告は

2/16 ～3/15 です

(松戸税務署)
詳細…社会福祉協議会℡68－

0503番

日時…２月24日(土)午前９時

～午後４時、25日(日)午前９

時～午後３時

会場…柏市教育福祉会館

詳細…しあわせ課福祉係

おはなしキャラバンスタッフ募集

l〉対象…18 歳 ～40 歳の 女性

i〉定員…事業部＝若千名、経理部＝１人

1〉内容…おはなしと人形劇の公演および人形製作、

経理事務

1〉勤務時間…毎週火～金曜日、午前９時～午後５

時

【〉時給…570 円(賞 与・交通費支給､ 社 会保険あり)

【〉面接日 時…３月３日(土) 午 前10 時か ら

1〉申込み…３月１日(木)までに､｢おはなしキャラ

バンをやりたい理由｣(400 字詰 原稿用紙２枚)

と履歴書( 写真張付) を〒270 松戸 市新松戸南

2  -  2 (財) 松 戸市おはなしキャラバン( ℡44-

3037 番) へ

ご利用下さい

松戸パートバンク

パートタイムの求人・求職を

あっせんする｢ 松戸パートバン

ク｣ は、国の機関です。

コンピューターを導入し、幅

広い就職情報を提供する松戸パ

－トバン クをご利用下さい。

場所…ＪＲ松戸駅西口松戸ビ

ルヂング９階

テレホンサービス( 求人情報)

･℡63-8101 番

〉詳細…松戸パートバンク℡67

－8800番

新
製
品
・
新

技
術
に

関
す

る
技

術
研
究
ま
た
は

試
作
を
行
う

中
小

企
業
に

対
し

、
そ
の
研

究
開
発
に

要
す

る
経
費
の

一
部
を
補
助
す
る

制
度
で
す
。

△
補
助
対
象
者
・
・
・
県
内
で
一
年
以

上
引

き
続

き
同
一
事
業
を
営
む

中
小
企
業

△
補

助
対
象
事
業
＝
・
産
業
関
連
技

術
、
資
源

対
策
技
術
、
特
定
公

害

防
止
技

術
な
ど
の
研
究
開
発

事

業
で

、
平
成
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で

に
完
了
す
る
見
込
み

の
あ
る
も
の

△
補
助
対
象
経
費
・
・・
原
材
料

購
入

費
、
外
注

加
工

費
、
人
件
費
な

ど

△
補
助
率
等
…
補
助
対
象
経

費
の

三
分
の
二
以

内
。

一
件
当
た

り

百
万
円
か
ら
五
百
万
円

△
受
付
期
間
…
三
月
二
十
六
日

月
）
ま
で

△
詳
細
・
＝
千
葉
県
商
工
労
働

部
工

業
課
　
0
4
7
2
-
2
3
－
2
4
4
5

番

技
術
改
善
費
補
助
金
制
度

簿　記　 教　室

期 日 時　 問 費　　 用

昼コース

３月23日

～６月１日
の 毎 週

火・金曜

日（計20
回）

午前
９時30分
～11時30分

参加竇

6,000円(非会員
12,000円)
テキスト代

2,500円(消費税
込み)

夜コース 午後６時
～ ８ 時

昼コース 午前
９時30分
～11時30分

参加費

7,000円(非会員
15,000円)
テキスト代

3,000円(消費税
込み)

夜コース 午後６時
～ ８ 時

〉会場･･･松戸 商工会館会議室

〉定員… 各コース先着30 人

【〉持ち物…筆記用具 、そろばんまたは計算機

l〉申込み…直接、参加費を添えて松戸商工会

議所( ℡64-3111 番) へ

巡回経営・融資相談

期日 時 間 会 場 相 談 者

2/21
水 午前10時

Ｓ

午後４時

市 役 所

市民相談

コーナー

中小企業経営

コンサルタン

ト

3/7
水

午前10時

30分

Ｓ

午後３時

30分

新 松 戸

市　 民

センター

中小企業経営

コンサルタン

ト

商工課融資係

〉費用…無料

〉詳細…商工課振興係

松戸市中小企業融資制度

運 転 資 金 設 備 資 金

融 資対 象
市内に営業所を有し、１年以上引き続き同

一事業を営み、市税を完納していること

融資限度額 500万円 1,000万円

返済 期間 ３年以内 ７年以内

融資 利率
１年以内 年5.0％　3年以内 年5.5％
７年以内年5.7％

利子補給率
小売商業年3.26％
そ の 他 年1.26 %

信用保証料
融 資 額　50 万円以下 年0.55％

融 資 額　100
万円以下 年0.8%

融 資 額　100万円超　 年1.0％

※融資額の合計が450 万円以内 の場合は､無 担
保・無保証人制 度があり ますが、税額 ・従

業 員数の制限（ サービ ス業２人以下、 製造

業 ５人以下）があり ますので、ご相 談下 さ

い。

【〉詳 細 … 商 工 課 融 資 係

完成は平成5年度内の予定

配 置 計 画 図

第１～第３街区断面図
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生活の

、　知恵
くらしの知識を学びませんか

消費生活モニターを募集

平
成
二
年
度
の
、
松
戸
市
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
研
修
会
や
見
学
会
な
ど
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
消
費
者
と

し
て
の
基
礎
的
な
知
織
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
ご
ろ
、
消
費
生
活
に
関
心
を
お
持
ち
の

あ
な
た
も
、
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
は

、
市

民

の
皆
さ
ん
か
ら
、
消
費

生
活
に
つ

い
て

の
意
見
や
要
望

を
お
聞
か
せ

い

た
だ
き
、
消
費
者
行
政
に
生
か

し
て

い
く
た
め
の
制
度
で
す
。

モ

ニ
タ
ー
に
は
、
消
費
者
と
行

消費生活展の企画・運営にも参加します

政
の

パ
イ
プ
役
と
し
て

、
日

ご
ろ

消

費
生
活
に

関
し
て

考
え
て

い
る

意
見
・
要

望
・
苦
情
な
ど
を
提
出

し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
さ
ら

に
、

基
礎
的

な
消
費
者
知
織
を
学
習
し

て
い
た

だ
き
、
地
域
の

中
で

消
費

者
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て

い

た
だ
き

ま
す
。

生
産
技

術
の

高
度
化

に
よ
る
新

製
品
ラ
ッ
シ
ュ
や
販
売
形
態
の
多

様
化

な
ど
、
年
々
複
雑
に
な
る
消

貲
生
活
の

中
で

、
自
分
の
暮
ら
し

を
見
直
す
た
め
に

、
大

変
良
い

機

会
に
な
り
ま
す

。

最
近
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
し
て

、
さ

ら
に

学
習
を
深

め
、
消
北
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト

な
ど
の

専
門

資
格
を
取
得
し

た
人

も
い

ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い

ま
す
。

主

な

仕

事

①
研
修
会

（
年
八
回
く
ら
い

）
・・
・

消
費
生
活
に
か
か
お
る
問
題
に

つ
い
て

、

ど
う
考
え
ど
ラ

行
動

す
べ
き
か

を
基
本
テ

ー
マ
と
し

た
研
修
会
に
参

加
し
て
い

た
だ

き
ま
す
。

②
モ
ニ

タ
ー
通
信
＝
・
消
費

者
の

立

場
か
ら
、
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に

関
す

る
問
題
点

な
ど
の

ご
意
見

を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
す

。

③
計
量
日
誌
　
六
月
と
十
一
月
の

各
一
ヵ
月
間
に
購
入
し
た
食
料

品
の
量
目
を
、
調
査

・
記
入
し

て

い
た
だ
き
ま
す
。

④
小
売
価
格
調
査
・
・・
毎
月

一
回
、

ス
ー
パ
ー
・
小
売
店
で
価
格
を

調
査
し
て
い
た
だ
き
ま
す

。

モ

ニ

タ

ー

募

集

要

項

▽
対
象
・
＝
市
内
に
住
む
二
十
歳
以

上
の
消
費
者
で
、
日
常
の
買
い

物
を
直
接
行
い

、
食

料
品
・
衣

料
品
な
ど
の
生
活

必
需
品
の
販

売
に
直
接

関
係
し
て

い
な
い
人

マ
定

員
上

二
十
人

マ
期
間
・・
・
四
月
～
平

成
三
年
三
月

マ
謝
礼
＝
・
年
額
一
万
九
千
円
予

定

）
と
記

念
品

マ
申
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り

が
な
）
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
家
族
構
成
・
加
盟
団
体

の

あ
る
人
は
そ
の
名
称
・
応
募

の
動
機
・
希
望
す
る
研
修
の
テ

ー
マ

を
記

入

し

、
三

月

五

日

月

）
ま
で
に

〒
二
七

一
松
戸
市

根
本
三
八
七
－

五
松
戸
市
役
所

消
費
生
活

課
へ

不
用
品
交
換
情
報

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
と
な
り
ま
す
。

譲
り
ま
す

申
込
方
法
・
ハ
ガ
キ
に
①
希
望

品
名

②
住

所
③
氏
名
④
電
話
番

号
（
昼
間
の
連

絡
先

）
を
明
記
し

て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
ハ
ガ

キ
一
枚
に
品
名
一
点
の
み
。

申
込
先
・・
・
〒

二
七

一
松
戸
市

根
本
三
八
七
ー
五
松
戸
市
役
所
消

費
生
活

課
消
費
生
活
係

締
め
切
り
・
＝
二

月

二

十

八

日

（
水
）
当
日

消
印
有
効

相
手
の

紹
介
・
＝
月
末
に
抽
選
を

行
い

、
当

選
者
だ
け

に
電
話
連

【
家

具
類
一

◆

一
人
掛
け
ソ
フ

ァ

ニ

脚
二
千
円
◆
木
製

学
習

机
七
千

円
◆
ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー
無
料

◆

ダ
イ
ニ
ン

グ
テ

ー
ブ
ル
三
千
円

【
電
気
製
品
】
◆
電
気
コ
ン

ロ
千
円

【
子
供
用
品
】
◆
ベ
ビ
ー
カ
ー
。
無

料
◆
ベ
ビ
ー
バ
ス
三
百
円
◆
二
歳

児
用
食
堂
ワ
ン
タ
ッ
チ
チ
ェ
ア
ー

千
円
◆

ベ
ビ
ー
便
座

無
料
◆
し

ょ

い
子
五
百
円
◆
ツ
リ

ー
メ
リ
ー
無

料
・
千
五
百
円
◆

お
ま
る
無
料
◆

幼
児
用

鉄
道
模
型
五
千
円

【
ス

ポ
ー
ツ

・
楽
器
】

◆
野
球
グ

ロ
ー
ブ
無
料
◆

健
康
用
歩
行
器
無

料
◆

エ
レ

ク
ト
ー
ン
無
料

【
日

用
雑
貨
】
◆

電
子
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
三
千
円
◆
石
油
ス
ト
ー
ブ

無
料
◆
都
市
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
無
料
◆

写
真
引

き
伸
ば
し

機
三
千
円

Ｏ

次

回

掲

載

分
の

申

し

込

み

譲
り
た
い
人

は
、
品
物
の
詳
細

を
電
話
で

申
し

込
ん
で

下
さ
い
。

価
格
は
一
万
円

ま
で
で

す
。
原
則

と
し
て

、
衣
料
品
・
食
料
品
・
自

転
車
は
扱
い
ま
せ
ん
。
三
月
二
十

日

号
に

掲
載
し

ま
す
。

マ
申
込

期
限
　

二

月
二

十

三

日

（
金
）
ま
で

マ
申
込
先
・

消
費
生
活
課
消
費

生

活
係
ま
つ
ど
文
学
散
歩
1
1

外
山
滋
比
古

「
昨

日

は
今

日

の
昔

」

お

茶

の

水

女

子

大

学

教

授
で

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
外
山
滋
比
古

は

、

「
幅

広
い

教

養

と

創

意

を

シ

か

が
わ

せ

る

著

書

多

数

、

示

唆
に
富
ん
だ
文
章
に
は
多
く
の

フ

ァ

ン

が

い

る

（
某

著

書

の

カ

バ

ー

書
き

か
ら

）
」
で

、

あ

ま

り

派

手

さ

は

な
い

が

、

着

実

で

安

心

感

の

あ

る

作

風
で

す

。

昭

和

五

十

六

年

に

は

、

市

立

図

書

館

主

催

の

講

演

会

で

「
グ

ラ

イ

ダ

ー

と

飛

行

機
－

や

さ

し

い

物

の

考

え

方
－

」

と

題

し

講

演

さ

れ

て

い

ま

す

。

「
老

化

防

止

に

は

、

話

す

こ

と

と

、

手

を

使

う

こ

と

が

よ

い

。

話

し

方

は

ゆ

っ
く

り

で

は

ダ
メ

で

、

旱

く

し

ゃ

べ
る

こ

と

」

と

い

う
言
葉
の

と
お
り
、
早
口
で

テ
ン

ポ
の
よ
い

、
そ
し
て

分
か

り
や

す
い
講
演
内
容
で

し
た
。

五

十
七
年
に
発
刊
さ
れ
た
エ

ッ
セ

イ
集
「
昨
日
は
今
日
の
昔

土

入

の

さ
り

げ
な
い
話
－

」

は

、
米
沢
新
聞

連
載
「
茶
話
」

と

サ
ン
ケ
イ
新
聞
東
京
版
夕
刊

「
世
代
百
景
」
か
ら
集
め
ら
れ

た
短

編
集
で

す
。

こ
の

中
で

、
「
こ
ん
に
ち
は

」

と
題
し

、
上

本
郷
第
二
小
学
校

に

講
演
に

来
た
と
き
の
こ
と
が

書
か

れ
て
い

ま
す
。

こ

ん

に

ち

は

千
葉

県
の
松

戸
の
上

本
郷
第

昭和56年､市立図書館主催の講演会で

日

ご
ろ
か
ら
し
つ
け
て

あ
る
の

だ
ろ
う
。
感

心
だ
。

講
演
は
ま
く
ら
の
と
こ
ろ
で
、

こ
の
こ
と
に
ふ

れ
、
こ

う
い

う

こ
ど
も
の
い

る
学
校
、
そ
う
い

う
こ
ど
も

を
育
て
て
い

る
家
庭

に
は

「
申
し

上
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん

が
…
…
」

言
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
た

ち

が
ど

っ
と
笑
っ
た
。

あ
と
で

、
校
長
さ
ん
と
、
お

母
さ
ん
の

代
表
が
、
ほ
め
て

い

た
だ
い
て
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ

し
か

っ
た
、
と
顔
を
ほ
こ
ろ

ば

せ

た
。

何
で

も
な
い

よ
う
だ
が
、
こ

う
い
う
こ
と
が
、
教
育
な
の
で

あ
る
。
こ

こ
の

小
学
生
は
、
中

学
へ

行
っ
て

も
、
問
題
を
お
こ

さ
な
い

だ
ろ

う
と
思
う
。

い
い

気
に

な
っ
て
い

た
つ
も

り
は
な
い

が
、
帰
っ
て

き
た
ら

風
邪
を
ひ
い

た
。

（
「
昨
日

は
今
日
の

昔
」
）

（
市
立
図
書
館
）

花
と
緑

小
型
の

観
葉
鉢
物
と
し
て

、
広

く

普
及
し
て
い

ま
す
。

ペ
ペ
ロ
ミ

ア
類
は
コ
シ
ョ
ウ
科

に
属
し
、
種
類
は
五
百
種
ほ
ど
あ
り

観
葉
植
物
の
育
て
方

ペ
ペ
ロ
ミ
ア
類

り
ま
す
が
、
観
葉
植
物
と
し
て

は
、

数
十
種
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
す

。

性
質
と
し
て
は
、
茎

が
上
に

伸

び
る
木
立
性
と
、
根
ぎ
わ
か
ら
葉ペペロミア(グラベラ＝バリエガタ)

が
重
な
る
株
立
性
、
木

立
性
よ
り

茎
が
細
い
半
ツ
ル
性
に
分
け
ら
れ

ま
す
。品

種

①
木
立
性
・

マ
グ
ノ
フ

ォ
リ
ア
、

マ
グ
ノ
フ
ォ
リ
ア
ト
　
バ
リ
エ
ガ

タ
②
株
立
性
・
へ
デ
リ
フ
ォ
リ
ア
、

カ
ペ
ラ
ー
タ
、
サ
ン
デ
レ
シ
ィ

③
半
ツ
ル
性
・
＝
グ
ラ
ベ
ラ
、
グ
ラ
ベ
ラ
　

バ
リ
エ
ガ
タ

育

て

方

日
陰

を
好
む
の
で

、
五
月
か
ら

九
月
ま
で

は
室
内
・
半
日

陰
で
育

て
ま

す
。
鉢
植
え
と
し
て

は
、
排

水
の
よ
い
土
に

植
え
付
け
ま
す
。

用
土
は
赤
玉
土
、
腐
葉
土
、
パ
ー
ラ

イ
ト
等
を
混
合
し
た
も
の
を
。

仕

立

て

方

①
木
立
性
＝
・
支
柱
に
は
主
に

ヘ
ゴ

材
が
利
用

さ
れ
て

い
ま
す
。
伸

び
す
ぎ
た
ら
茎
の
下
部
を
切
り

戻
し
て
や

り
ま
す
。

②
株
立
性
・
灌
水
は
根
元
に
や
り
、

葉

水
を
か
け

す
ぎ
な
い
よ
う
に
。

③
半
ツ
ル
性
・
＝
吊
り
鉢
と
し
て

利

用
し
や
す
い

種
類
で

す
。
冬
越

し
は

、
室
内
の

暖
か
い
場
所
に

お
き
、
土
の
表
面
が
よ
く
乾
い

て
か
ら
流
水
し

ま
す
。

施
肥
は
全
種
と

も
五
月
か
ら
九

月
ま
で
二
ヵ
月
に

一
回
、
化
成

肥
料

を
少
量
や

り
ま
す
。

増

や

し

方

木
立
性
・
半
ツ
ル
性
は
茎
挿
し
、

株
立
性
は
葉

挿
し

、
株
分
け
で

増

や
し

ま
す

。

①
葉
挿
し
・
・
・
葉
柄
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

を
つ
け
た
葉
を

、
川
砂

ま
た
は

バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
に

葉
の
三
分

の
一

を
埋
め
込
ん
で

挿
し
ま
す
。

②
茎
挿
し
・
・
木
立
性
の
上
部
を
三

～
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
切
り
、
切
口
を
半

日
乾
か
し
て
、
葉
挿
し
と
同
様

に
挿
し
ま
す

。

株

分

け

株
立
性
で
行
い

ま
す

。
分
枝
し

た
茎
の
部
分
に
細
い
根

が
つ

く
よ

う
に
、
さ
い
て
分
け
ま
す

。

病

虫

害

ア

ブ
ラ
ム

シ
・
＝
ス
ミ
チ

オ
ン
乳

剤

千
倍
液
を
散
布
し
ま
す
。

▽
カ

イ
ガ
ラ
ム

シ
・・
・
カ
ル

ホ
ス

乳

剤
千
倍
液
を
散

布
し

ま
す

。

▽
詳

細
・・
・
公
園
緑
地
課

緑
化
係

二
小
学
校
の
お
母

さ
ん
方
の

会

へ
話
を
し
に
行

っ
た
。

勤
め
先
で

会
議

が
あ
っ
て

、

約
東
の
時
間
を

お
く

れ
そ

う
に

な
っ
た
か
ら
、
裏
門
か
ら

入
っ

て
行

っ
た
。
校
庭
の

わ
き

を
通

っ
て

校
舎
の
方
へ

急
い

だ
。

放
課
後
の
こ
ど

も
が
、
三

三

五
五
、
運
動
場
で
遊

ん
で
い

る
。

近
つ
く
と
、
二
、
三
人

が
、

「
こ
ん
に
ち
は
」

と
明
る
い
声
で
呼

び
か
け

た
。

こ
ち
ら
も

「
こ
ん
に
ち
は
」

と
、
お
返
し
を
す
る
。

し
ば
ら
く
行
く
と

、
別
の

グ

ル

ー
プ
の
こ
ど
も

た
ち
も
口

々

に「
こ
ん
に
ち
は
」

「
こ
ん
に
ち
は
」

と
言
う
。
お
客

さ
ん
と
見

た

ら
、
あ
い

さ
つ
を
す
る
ふ

つ
に
、

・今

回
掲
載
分
の

紹
介

申
し
込
み
は
ハ
ガ
キ
で
２
月
2
8
日
ま
で
に



平成２年２月２０日広報まつど

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

昭
和
四
十
九
年
八
月

、
梨
香
台

団
地
の
一
角
に
オ

ー
プ
ン

。
四
階

建
て
で

す
が
、
一
階
の
一
部
と
二

階
は
梨
香
台
保
育
所
と
し
て
利
用

さ
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
の

夏
に
内

部
の
大

改
修
を

あんな

い 終
え
て

お
り

、
ホ
ー
ル
の
音
響
機

器
も
一
新
さ
れ
ま
し
た
。

▽
施
設
・
・
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
茶

室
、
な
が
い

き
室
、
料
理

教
室
、

談
話
室
、
健
康
管
理
室

△
休
館
日
＝
毎
月
第
四
月
曜
日
、

年
末

年
始

交
通
・
・
・
松
戸
駅
西
口
か
ら
梨
香

台
団
地
行
き

バ
ス
で
梨
香

台
団

地
下

車

徒

歩

一
分

▽
詳

細
・
・・
東

部

市

民

セ

ン

タ

9
1
－
3
7
0
1
番

ホールはダンスにも最適です

春のたよりを待ちながら

本土寺で節分会

東

平
賀

石
井
　
悠
希
さ
ん

黒
川
　

な
つ
き
さ
ん

（
と
も
に
殿
平
賀
小
一
年
）

豆
ま
き
に
は
毎
年
来
て
い

ま

す
。
今
日
は

お
母

さ
ん
と

来
ま

し
た
。

一
つ
で

も
取
り

た
い

ん
だ

け

ど
、
小
さ
い
の
で
前
へ

出

ら
れ

な
い
の
。

今
年
は
雪
が
多
い
の
で
楽

し

い
け
ど
、
春
も
待
ち
遠
し

い
な
。

暦の上では春ですが、吹く風は

まだまだ冷たく感じられます。

２月４日の立春を前にして、２

月３日、本土寺（平賀）で節分会

が行われました。

特設された舞台の上に赤鬼・青

鬼があらわれ、ひとあばれ。鬼を

追い払った後、集まった子どもた

ちにあめなどがまかれました。

市内にもまだ、節分には豆がら

にイワシの頭を刺し、ヒイラギと

一緒にしばって魔よけを作り、

戸口へ刺す風習が残っています。

梅の開花の便りも届＜ようにな

り、自然の暦は、確実に春に向か

っているようです。

雪の残る境内は、人びとの熱気でいつぱいでした

あ
な
た
の
健

康
 
1
4
6

先

ご
ろ

、
Ｍ
Ｍ

Ｒ

ワ

ク
チ

ン

（
麻
し
ん

・
お
た
ふ

く
か

ぜ
・
風

し
ん
）
の

副
作
用
と
し
て

、
髄
膜
炎

が
問
題

に
な
り
ま
し
た
。
髄
膜
炎

と
聞
く
と
大
変
そ
う
で
す
が
、
ど

ん

な
病
気
な
の
で

し
ょ
う
。

髄
膜
と
い
う
の
は
、
脳
や
脊
髄

を
お
お
っ
て

い

る
薄
い
膜
の
こ
と

で

、
こ
の
部
分
に
炎
症

が
お
き

だ

の
が
髄
膜
炎
で
す
。

症
　

状

症
状
は

、
頭

痛
、
嘔
吐
、
項
部

硬
直
（
首
す
じ
が
硬
く
、
頭
を
動

か
せ

な
く
な
る
）
の

三
つ
が
特
徴

で
す

が
、
新
生
児
な

ど

年
齢
が
低
い

ほ
ど
、

こ

れ
ら

の
症
状
は
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

元

気
が
な
い
、
飲

み

が
悪
い
、
顔
色

が

悪
い
、
大
泉
門

が
も

り
上
が

る
と
い

っ
た

症
状
や
、
意
識

が
お

か
し
い

、
痙
攣
と
い

っ
た

神
経
症

状
が
出

て

、
熱
は
あ

っ
た
り

無
か

っ
た
り
で

す
。

髄
膜

炎
は

、
原
因

に

よ

っ
て

細

菌

性

れ

ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
前
に
述

べ

た
よ
う
に
、
小
さ
な
子
ほ
ど
髄
膜

炎
特
有
の
症

状
が
は

っ
き
り
出
に

く
い
の
で

、
全
身
の

様
子

が
お
か

し
け
れ

ば
、
早
め
に

受
診
し
た
方

が
い
い
で
し

ょ
う
。

診
断
に

は
髄
液
検
査
（
脊
椎
の

間
に
針
を
入
れ
て
髄
液
を
と
り
、

そ
の
内

容
を
検
査
す
る
）
が
必
要

で

、
疑
わ
し

け
れ
ば
入
院
し
て
検

査
や
治

療
を
う
け

る
こ
と
に
な
り

ま

す
。

子 供 の 髄 膜 炎

（
化
濃
性
）
髄
膜
炎
と
、
ウ
イ
ル

ス

性
髄
膜
炎
の
二
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

細

菌

性

髄

膜

炎

細
菌

性
髄
膜

炎
は
、
昔
よ

り
減

っ
て
は
い

ま
す
が
、
ま
だ
新
生
児

や
乳
児
を
中
心
に
み
ら
れ
、
非
常

に
重
く
な
り
や
す
く
、
死
亡
率
も

高
い
病
気
で
す
。
治
っ
て
も
、
何

ら
か
の
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

何
よ

り
も
、
早
期
に
発
見
し
治

療

（
抗
生
剤
な
ど
）
を
始
め
な
け

ま
す

が
、
数
は

少
な
く
、
後
遺
症

が
残
る
例
も
少
な
い
よ
う
で
す
。

原
因

ウ
イ
ル
ス

と
し
て

は
、
夏

か

ぜ
を
お
こ
す

ウ
イ
ル
ス
や
、
お

た
ふ
く
か

ぜ
ウ
イ
ル

ス
が
比
較
的

多
い
と
い

わ
れ
て
い

ま
す
。

治

療
は
、
安
静
、
鎮
痛
剤
、
髄

液
の

排
液
と
い

っ
た
対
症
療
法
に

な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ひ
と
囗
に
髄
膜

炎
と
い

っ
て

も
、
原
因
に
よ
っ
て

か

な
り
印
象
の

違
う
病
気
な
の
で

す

。

（

松
戸
市
医
師
会
）

東
部
市
民
セ
ン

タ
ー

９
１
-
３
７
０
１
番

「
日
本
旅
行
記
賞
」
受
賞

隠
田
友
子
さ
ん

初
め
て
書
い
た
旅
行
記

「
光

ソ
ル
イ
ソ
ン
ブ
ラ

と
影
　
S
O
L
 
e
 
S
O
M
B

L
A
」
が
、

第
十
六
回
日
本
旅
行
記

賞
に
選

ば
れ
た
。

隠
田

さ
ん
の
受
賞
作
は
、

口

ン

ド
ン

を
振
り
出
し
に
、

エ
ジ

プ
ト
ま
で
の

五
ヵ
月
に
わ

た
る

「
旅
」
の

中
か
ら
、
ス

ペ
イ
ン
に

つ
い
て
感
動
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま

に
記
し
た
も
の
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
忙
し
い

生
活
を
送
っ
て
い
た
あ
る
日
、

た
ま
た
ま
手
に
し
た
一
枚
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
写
真
。

は
る
か
地
平
線
ま
で
、
果
て

し
な
く
広
か
っ
て
い
る
黄
色
い

ひ
ま
わ
り
畑
。

そ
の
瞬
間
、
心
は
ス
ペ
イ
ン゛光と影に魅せられて

へ

と
旅
立
っ
て
い

た
。

「
忙
し

さ
に
流
さ
れ
て

、
次

第
に

無
感
動
に

な
っ
て

い
く
こ

と

が
怖
か

っ
た
の

か
も
し
れ
ま

せ

ん
」
。

一
年
が
か

り
で

旅
費
を
た
め
、

た
だ
ひ

ま

お
り
畑
を
見
た
い

一

心
で

出
発
。

「
最
初
は
三
ヵ
月
ぐ
ら
い
の

予
定
だ
っ
た
の
で

す
が

。

思
っ
た
よ
り
も
お
金
が
か

か
ら

な
か
っ
た
の
で

、

エ

シ
プ
ト
ま
で
足
が
の
び
て

し
ま
い
ま
し
た
」
。

職
業
柄
、
光
の
強
い
国

の
人

た
ち
の
シ
ャ
ー
プ
な

感
覚
に
ひ
か
れ
る
も
の
が

あ
っ
た
か
ら
と
い
う
。

訪
れ
た
国
々
で

は
、
言

葉
が
不
自
由
だ
っ
た
の
で

、

専
ら
当

た
っ
て

く
だ
け
ろ

式
で

行
動
。

「
も
う
一
度
同
じ
こ
と

を
し
ろ
と
言
わ
れ
て
も
で

き
な
い

と
思
い
ま
す
」
。

数
々
の
失
敗
や
危
難
を

乗
り
越
え

、
自
分
で

も
驚
く
ほ

ど
素
直
に
、
そ
し
て
た
く
ま
し

く

な
っ
た
と
語
る
。

「
価
値
感
が
覆
る
よ
う
な
体

験

を
し
て

、
自
分
が
こ
れ
か
ら

生
き
て
い

く
う
え
で
の

基
準
と

で
も
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
が
、

得
ら

れ
ま
し

た
。
何
も
の
に
も

替

え
が
た
い

貴
重
な
経
験
だ

っ

た

と
思
い

ま
す
」
。

今
回
の

旅
も
、
家
族
を
は
じ

め

周
囲
の
人
の
温

か
い

理
解
が

あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で

き
た
と
語

る
彼
女
の
前
に

は
、
ス

ペ

イ
ン

の
ひ
ま
わ
り
畑
の
よ
う
な
広
い

視
野

が
開
け
て
い

る
の
か

も
し

れ
な
い
。
　
　
（
小
金
原
在
住
） 人

ウ

イ

ル

ス

性

髄

膜

炎

こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ル
ス
性

髄
膜
炎
は
比
較
的

年

長
の
子
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
症
状
も

、

頭
痛
、
嘔
吐

、
項

部

硬
直
が
中
心
で
す
が
、

項
部
硬
直

が
無
い

場

合
も
多
い
よ

う
で

、

そ
の
場

合
診
断
が
つ

か
な
い

う
ち
に

、「
か

ぜ
で
頭

が
重
く
気
持

ち
が
悪
か

っ
た
」
と

い
う
程
度
で
治
っ
て

し
ま
い

ま
す
。

意
識
障
害
や
痙
攣

を

伴
う
場
合
も
あ
り

ハイこちら内線600番
まちの話題をお知らせ下さい。



第７２４ 号

もよお

し
もの

鎌倉ハイキング

1〉日時…３月25日(日)午前８時

松戸駅西ロデッキ上電話ボッ

クス前集合( 雨天中止)

l〉行き先…松戸駅一北鎌倉駅－

東慶寺一浄智寺一銭洗弁天一

高徳院(大仏)一長谷寺一由比

ヶ浜一鎌倉駅(解散)

△費用…１人1,800円(松戸から

北鎌倉の交通費・拝観料・保

険料を含む。昼食各自持参)

△対象…市内在住・在勤の勤労

者・事業主

1〉定員…先着50人

l〉申込み…電話で松戸市職場レ

ク協会・上野　63 － 4374番

(土･ 日曜日を除く午前10時～

午後４時の間)へ

レクリエーションダンス

初心者講習会

【〉日時…２月25 日～４月29 日 の

毎週日曜日( 全10 回)、 午後６

時30 分 ～８時30 分

C〉会場…市民会館３階

C〉費用…1,500円(10回分)

C〉詳細…松戸レクダンス同好会･

加 藤　62 ―2019 番

実践話し方教室

ゆたかな心を育てる

【〉日時…３月１日～29 日の毎週

木曜日、午後６時30 分 ～９時

E〉会場…市民会館

l〉費用…3,000 円( ５回分)

l〉申 込み…電話で実践話し方研

究会・石岡　63 ―2372 番へ

松戸市民 コンサート

｢オペラの楽しみ｣

C〉日 時…３月25 日(日)午 後１時

30分 開場、午後２時開演

【〉会場…市民会館ホール

C〉費用…1,000 円( 全 席自由)

【〉出演…松戸シティフィル管弦楽

団､ 松戸市民コンサート合唱団

C〉内容…ビゼー歌劇｢ カルメン｣

ハイライト、ワーグナー｢タンホイザ-

｣歌の殿堂ばか

【〉詳細…社会教育課市民文化係

軟式テニススポーツ少年団

団員募集

l〉日時…４月～11月の毎週日曜

日、午前８時～10時

l〉会場…①栗ヶ沢公園庭球場②

金ヶ作公園庭球場

1〉対象…市内在住・在学の小学

生で、４月に４・５・６年生

になる子ども・若干名

l〉費用…１人年額9,500円(保険

料・帽子代を含む)､継続団員

は8,000円

E＞申込み…２月25日(日)午前10

時からそれぞれの会場で受け

付け

1＞詳細…軟式テニススポーツ少

年団・山岸　88－8450番

母親のための講座

豊かな感性を育てるために

△日時…①２月26 日( 月)② ３月

４日( 日)③ ３月５日(月) ④ ３

月８日(木) 、①③④は午前10

時30分～午後０時15分、②は

午後１時30 分～３時15 分

E〉会場…①陣ヶ前自治会館②松

戸第一珠算学校( 松戸駅西口)

③小金原市民センター④大金

平１丁目集会所

l〉内容…成長期の子供をもつ母

親のあり方

E〉詳細…倫理研究所東葛支所・

狩野　64 ―7536 番

松戸市書道展覧会

C〉期日 …２月22 日(木) ～ ３月４

日( 日)。 午前10 時～ 午後６時

〔２月26 日( 月) を除く。 ３月

４日( 日)は 午後４時 まで〕

l〉会場…文化 ホール

l〉内容…漢字・かな･近代詩文･

てん刻・刻字

に〉費用…無料

l〉詳細…社会教育課市民文化係

毛筆手紙の書き方講習会

l〉日 時… ３月11 日( 日)午 前10 時

～午後４時

l〉会場…市民会館301 号 室

l〉定員…先着60 人

l〉費用…1,500 円

l〉持ち物…書道用具一式

C〉申込み…２月28 日(水) までに、

住所・氏名・電話番号を明記

して、現金書留で〒270 松 戸

市六高台6 －53 松 戸書道教育

連盟・八島春水( ≫87 ―3923

番) へ

新春陶芸一日教室

1〉日 時… ２月21日(水)･28 日(水)、

午前の部＝９時30分 ～11 時30

分 、午後の部＝２時～４時(都

合の良いときに１回)

|》会場…陶松( 国 保松戸市立病

院裏)

l〉費用…500 円( 陶土・焼き代は

別)

E〉定員…１回につき先着12 人

E〉申込み…電話で縄文土器を作

る会・小堀　68 ―7726 番へ

広報まつど〔8〕

４年ぶりの大雪に市内も白一色に(市役所屋上から)

野鳥講演会

C〉日 時…３月３日(土) 午後２時

～４時

C〉会場…市民会館301 号 室

【〉内容…野鳥の鳴き声の由来な

ど

C〉講師･･･(財) 日本野鳥の会会員

・叶内拓哉氏

C〉費用…無料

E〉申込み…当日会場で

1〉詳細…公園緑地課小鳥を呼ぶ

係

おし

らせ

音楽の広場（コーラス）

日時… ２月20 日( 火) 午後１時

30分 ～３時30 分

会場･･･市 民会館音楽室

に＞費用…無料

l〉詳細…社会教育課市民文化係

スキ ー教室

C〉期日 …３月11日(日)～13日(火)

E〉場 所… 八甲田山(青 森県)

※羽田空港集合・解散

D〉費用…39,000 円 〔往復飛行機

代､宿 泊代( ２泊４食付) 含 む〕

【〉定員…先着20 人

E〉詳細…松戸市山岳協会・高橋

62－1800 番

市民バドミントン大会

(ダブルス)

E〉日 時… ３月11 日( 日)午 前９時

～午後５時

r〉会場…小金原体育館

l〉対象…市内在住・在勤・在学

の人

E〉種目…男女各１・２・３・４部

c〉費用…協会登録者1 人1,200 円 、

未登録者１人1,500 円( シ ヤト

ル は協会で用意します)

c〉申込み… ３月２日( 金) 必着で、

ハガキに クラブ名を記入し、

〒270 松戸 市中和倉304 －8 松

戸市バドミントン協会・長谷

川俊夫(　41 ―7925 番・電話

での申し込みは受け付けませ

ん) へ

市民テニス大会

(シングルス)

種　 目 期　 日

予

選

一般男子 3/25､4/1･8

各

日

曜

日

一般女子

4/8 、5/13本

絨

壮年男子

55歳･45歳以上

壮年女子

50歳･40歳以上

一般男女 5/20

l〉会場…栗ヶ沢公園庭球場ほか

l〉対象…市内在住の人

l〉費用…１人1,500 円

l〉申込み… ３月３日(土) 必 着で、

所定の申込用紙で､〒270 松 戸

市新松戸6 －69 サ ンライトパ

ストラル弐番街Ａ －909 松戸

市テニ ス協会・竹内実(2544

-0356 番) へ

※大会要綱は、返信用封筒(62

円切 手張付) を同封して請求

して下さい。

軽スポーツ実技講習会

ツベルクリン反応検査と

ＢＣＧ予防接種

【〉申し込む人…ＢＣＧ接種当日

４歳未満でＢＣＧを一度も受

けていない人。特に今年 ８月

21 日までに４歳になる人は今

回が最後です。忘れずに申し

込んで下さい。平成元年10 月

１日～２年 ３月31 日生 まれの

人には７月下旬に通知します。

※ツベルクリン・ＢＣＧの問診

票を持っている人は、それを

利用して受けて下さい。

野鳥観察会

一狭山湖－

r〉日 時…３月４日( 日)午 前７時

55分 に松戸駅東ロデッキ上集

合、午後２時現地解散

l〉場所…狭山湖( 埼玉県)

E〉内容…カモ類、カンムリカイツブリ

ほかl〉持ち物…筆記具・観察用具・

弁当・防寒具など

E〉申込み…電話で公園緑地課小

鳥を呼ぶ係へ

急性灰白髄炎(ポリオ)

予防接種

l〉申し込みする人…２回飲み終

えていない４歳未満で、問診

票を持っていない人

1〉申し込まなくてもよい人…平

成元年７月１日～11月30日生

まれで１月末日までに住民登

録をしている人には、２月下

句に通知します。

※以前の問診票を持っている人

は、それを利用して早めに受

けて下さい。

平成元年12月１日～２年６月

30日生まれの人には、９月下

旬に通知します。

会　 場ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査
判定

ＢＣＧ接種
時　　 間

衛生会館
３月27日
(火)

３月29日

(木)
午後1 時15分～
２時30分

l〉申 込み…３月12 日(月) までに

下記要領で

松
戸
市
根
本

三
八
七
－

五

松
戸
市
役
所

’

保
健
衛
生
課

ツ
反
Ｂ
Ｃ
Ｇ
係

ツ反 申し込み

・住 所

・保護者氏名

・子供の氏名

・子供の生年月日

・電話番号

D〉日時…３月４日( 日)午 前９時　1 〉詳細…保健衛生課予防衛生係

。　｢自閉症児とのつきあい方｣

り 運動推進員　　　　　　　　　l 〉日時… ２月25 日( 日)午 後１時

l〉内容…ターゲットバードゴル　　 ～４時

フ、ソフトバレーボール　　　　l 〉会場…千葉市療育センター(千

※運動のできる服装で、上履き　　　葉市高浜4 ―8 ―3)

と ゴルフのピッチングウェッ　　l〉講師…( 社) 精神発達協会・片

ジを持参して下さい。　　　　　　 倉信央氏

1〉費用…無料　　　　　　　　　　E 〉詳細･‥千葉県自閉症児者親の

1〉申込み…当日会場で　　　　　　　 会連合会・矢作　0474 ― 77―

l〉詳細…社会体育課指導係　　　　　9710 番

救 急医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を忘 れ ずに ／

◆夜間急病診療所(毎日)･午後8時～11時衛生会館内　　　68－3756番

◆待機病院( 毎日)･午後5時～午前9時テレホンサービス　　66-0010番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時~午後5時ﾃﾚﾎﾝｻｰ ﾋﾞｽ　　 　66-0010番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時衛生会館内　65ぶ30番

ポリ オ申 し 込 み

初めて飲む.1 回 飲んだ

(どちらか記入)

・住 所

・保 護者 氏名

・子 供の 氏名

・子供の生年月日

・電 話 番号

会　　　　 場 期　　日 時
間

衛　 生　 会　 館 3/2月 5/14
月

午

後

１

時

15

分

Ｓ

２

時

30

分

五 香 市民センター 3/27火 5/2

5金

松飛台市民センター 3/1詛 5/10木

小金北市民センター 3/12月 5/8火

東 部市民センタ ー 3/2火 5/24(木
)

馬橋東市民センター 3/12月 5/8火

健康 増進センタ ー 3/20火 5/28(月

常盤平市民センター 3/1(火

)

5/11金

明 市 民 セ ン タ ー 3/1(火

)

5/1169

古ヶ崎市民センター 3/2(金

)

5/1(金
)

稔 台 市民センタ ー 3/27火 5/24(木
)

小金原市民センター 3/14水 5/2(火
)

新松戸市民センター 3/23金 5/1(金
)

小 金 市民センター 3/1(金
)

5/14(月

常盤平市民センター 3/2水 5/31(木
)

馬 橋 市民センター 3/1(金
)
5/3水

六実市民センター別館 3/1
4水
5/2(金
)

二十世紀が丘市民センター 3/19月 5/22火

※車での来場はご遠慮下さい。

D･詳細…保健衛生課予防衛生係

松
戸
市
根
本

三
八
七
－
五

松
戸
市
役
所

保
健
衛
生
課

ポ
リ
オ
係

スポ

ーツ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

小金支所(41)5101# 小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113# 馬 橋支所(45)2131

新松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061
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